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 Introduction
1. 円形脱毛症とは

・円形脱毛症は円形の脱毛斑を生ずる非瘢痕性の後天性脱毛疾患である。
・円形脱毛症に生じる脱毛斑は，毛組織に対する自己免疫反応によって形成
される。
・発症すると寛解と増悪を繰り返し，慢性的に経過する。
・発症頻度は比較的高く，有病率は0.1～0.2％程度との統計もある。患者
の男女差はなく，すべての年齢層に発症する。
・発症には遺伝的素因が関与する。円形脱毛症患者の一親等血縁者では，発
症のリスクは通常人と比較し10倍程度になる。

2. 円形脱毛症の発症メカニズム

・一般的にストレスが円形脱毛症の発症要因であるとされている。しかし，
円形脱毛症の発症とストレスとの関連については，専門家の間でも議論が
ある。
・毛組織は免疫系からの監視を逃れるメカニズムを有している（免疫特権）。
・免疫特権が破綻すると毛組織に対する免疫反応が惹起され，その結果，炎
症細胞が浸潤し毛包が破壊される。

3. 円形脱毛症の病態

・円形脱毛症では組織学的に，下部毛包周囲へ炎症細胞が浸潤していること
が観察される。
・下部毛包周囲に浸潤したリンパ球から分泌される IFN-γが毛包上皮細胞の
受容体に結合すると，JAK-STATを介して核内に情報が伝達される。
・IFN-γが毛包上皮細胞を刺激すると，リンパ球を活性化する IL-15が放出
される。IL-15は細胞膜の受容体に結合し，浸潤しているリンパ球をさら
に活性化する。IFN-γと IL-15によるポジティブフィードバックループが
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円形脱毛症の病態形成に重要である。

4. 円形脱毛症の診断

・円形脱毛症では円形，類円形の脱毛斑が出現する。脱毛斑をダーモスコピ
ーで拡大して観察すると，破壊された毛髪が認められる。
・脱毛斑は単発のこともあるが，多くの症例では多発する。
・脱毛は頭部の毛髪以外に眉毛，睫毛，須毛（髭），体毛などにも出現する。
爪甲に点状の陥凹が認められる症例もある。
・脱毛を生じる疾患は多数あるが，円形脱毛症と鑑別が必要な疾患として
は，トリコチロマニア（抜毛症），瘢痕性脱毛症，休止期脱毛症などが挙
げられる。

5. 円形脱毛症の治療戦略

・円形脱毛症は自己免疫疾患であるため，免疫を抑制することが治療の基本
となる。
・脱毛斑がおおむね頭部の面積の25％以下の場合には，ステロイドの外用
や局所注射が適応となる。
・急激に脱毛斑が拡大している急性期の症例では，ステロイドパルス療法を
はじめとするステロイドの全身投与を考慮する。
・脱毛斑の面積が頭部の25％を超える円形脱毛症では，化学物質を塗布し
皮膚炎を惹起させる局所免疫療法が適応となる。
・バリシチニブはJAK阻害薬であり，サイトカインのシグナル伝達を抑制
することで免疫を抑制する。
・脱毛範囲が頭部の50％を超える症状固定期の脱毛症患者にバリシチニブ
を投与すると，40％程度に発毛が認められる。
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1. 円形脱毛症とは
（1）円形脱毛症の概念

円形脱毛症は円形，類円形の脱毛斑を生じる非瘢痕性の後天性脱毛疾患
である（図1）。円形脱毛症における脱毛斑が出現する原因は，毛組織に対
する自己免疫反応である。毛包の基部には，細胞分裂により毛髪を形成す
る毛母は毛球部に存在する。その毛球部周辺にリンパ球が浸潤し毛包を破
壊することで，脱毛は生じる。円形脱毛症は非瘢痕性脱毛症であり，毛包
の幹細胞は残存しているため，毛組織に対する自己免疫反応が消失すると
毛包は再生する。これは，毛包の幹細胞が毛包上部の立毛筋付着部付近に
存在するため，下部毛包に対する自己免疫反応のターゲットとならないか
らである。

 図1  円形脱毛症の臨床症状
後頭部に3箇所，楕円形の脱毛斑が認められる

円形脱毛症は獲得免疫による自己免疫反応であるため，一度発症すると
寛解と増悪を繰り返し，慢性的に経過する。特に多発性の脱毛斑を生じ，
脱毛の面積が広範囲となる症例では，罹病期間は長期にわたることが多
い。
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